
ごあいさつ
既に 72億人を越えた世界の人口は、今世紀半ばには 90億人を突破すると予想され、新興国

の食の改善等も加わって今後大幅な農業生産の増大が必要です。その一方で、近年温暖化の影響
と考えられる大規模な干ばつや大雨・洪水などの極端な気象現象が頻発し、さらに農業生産の基
盤となる土壌、水などの自然資源の劣化も進行するなど、様々な環境問題が農業生産の今後に暗
い影を落としています。環境の世紀といわれる 21世紀、こうした問題の解決は、人類に課せら
れた大きな課題です。

　農業環境技術研究所の歴史は、明治 26 年（1893 年）に設立された、我が国最初の農業関係
研究機関である農商務省農事試験場に始まります。その後、幾多の変遷を経て、昭和 58 年（1983 
年）に、日本で初めて「環境」を冠した国の研究所として、農林水産省農業環境技術研究所が

設立されました。設立には、環境と調和した農業の実現に対する先人達の熱い思いが込められています。その後平成 13
年（2001年）には独立行政法人化されました。平成 27年（2015年）には独立行政法人の改革にともない、国立研究
開発法人に移行し、今日に至っています。

　設立以来、農業環境技術研究所は、国内外で農業環境問題が急速に重要性を増していくなか、食の安全を脅かす環境
中の有害化学物質の問題、気候変動と農業生産の問題、農業生産と生物多様性保全の両立の問題、農業活動に由来する中の有害化学物質の問題、気候変動と農業生産の問題、農業生産と生物多様性保全の両立の問題、農業活動に由来する中の有害化学物質の問題、気候変動と農業生産の問題、農業生産と生物多様性保全の両立の問題、農業活動に由来する中の有害化学物質の問題、気候変動と農業生産の問題、農業生産と生物多様性保全の両立の問題、農業活動に由来する中の有害化学物質の問題、気候変動と農業生産の問題、農業生産と生物多様性保全の両立の問題、農業活動に由来する中の有害化学物質の問題、気候変動と農業生産の問題、農業生産と生物多様性保全の両立の問題、農業活動に由来する
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　農業環境技術研究所はその責務の重要性を自覚し、研究所の基本理念が掲げるように、「自然、社会、人間の調和と　農業環境技術研究所はその責務の重要性を自覚し、研究所の基本理念が掲げるように、「自然、社会、人間の調和と　農業環境技術研究所はその責務の重要性を自覚し、研究所の基本理念が掲げるように、「自然、社会、人間の調和と　農業環境技術研究所はその責務の重要性を自覚し、研究所の基本理念が掲げるように、「自然、社会、人間の調和と　農業環境技術研究所はその責務の重要性を自覚し、研究所の基本理念が掲げるように、「自然、社会、人間の調和と
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研究コーディネータ

大気環境研究領域
物質循環研究領域
土壌環境研究領域
有機化学物質研究領域
生物多様性研究領域
生物生態機能研究領域
生態系計測研究領域
農業環境インベントリーセンター

監査室

リサーチプロジェクト（略称：RP）
研究領域から分野横断的に研究者が集まり、重
点研究課題を推進します。

温暖化緩和策 RP
作物応答影響予測 RP
食料生産変動予測 RP
生物多様性評価 RP
遺伝子組換え・外来生物影響評価 RP
情報化学物質・生態機能 RP
有害化学物質リスク管理 RP
化学物質環境動態・影響評価 RP 
農業空間情報・ガスフラックスモニタリング RP
農業環境情報・資源分類 RP

●職　員　数　　　164人 （平成 27年 1月現在）

　うち研究職員数　122人

●総　予　算　　　　　　3,805百万円（平成 26年度）

　うち前年度よりの繰越金　 38
　　　運営費交付金　　　　2,930
　　　施設整備費補助金　　 124
　　　受託収入　　　　　　 711
　　　諸収入　　　　　　　 1

理事長
宮下　淸貴


